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白
居
易
と
岩
垣
龍
渓

の

「代
売
薪
女
贈
諸
妓
」
詩

要

旨
白
居
易
は
長
慶
三

(八
二
三
)
年
、
杭
州
刺
史

の
時
、
次

の
詩
を
詠
じ
て
い
る
。

代
売
薪
女
贈
諸
妓

薪
を
売

る
女
に
代
は
り
て
諸
妓

に
贈

る

ら
ん
ぽ
う

ふ

乱
蓬
為
髪
布
為
巾

乱
蓬
を
髪
と
為
し

布
を
巾
と
為
し

暁
踏
寒
山
自
負
薪

暁
に
寒
山
を
踏
み

自
ら
薪
を
負
ふ

せ
ん
と
う

一
種
銭
塘
江
畔
女

一
種
銭
塘

江
畔
の
女

な
に
び
と

著
紅
騎
馬
是
何
人

紅
を
著

馬

に
騎
る

是
れ
何
人
ぞ

(『白
氏
文
集
』
巻

二
〇

・
一
三
八
二
)

一
方
、
江
戸

の
詩
人
岩
垣
龍
渓

(
一
七
四

一
～

一
八
〇
八
)
に
も
同
題

の
詩
が
あ
る
。

日
夜
章
台
生
春
色

日
夜
章
台

春
色
生
じ

き
ょ
う

が

わ
ら

嬌
蛾
応
咲
売
薪
声

嬌
蛾
応
に
咲
ふ
べ
し

薪
を
売
る
の
声

白
居
易
と
岩
垣
龍
渓
の

「代
売
薪
女
贈
諸
妓
」
詩

丹

羽

博

之

(1)
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ほ
う
と
う

蓬
頭
時
折
山
花
挿

蓬
頭

時
に
山
花
を
折
り
て
挿
む

し

ゅ
し
ん

不
羨
珠
管
向
客
傾

羨
ま
ず

珠
箸
客
に
向

っ
て
傾
く
る
を

一
読
、
白
詩
を
模
倣
し
た
の
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
白
詩
は
、
妓
女

へ
の
戯
れ
に
主
眼
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
岩
垣
龍
渓

の
詩
は
、
薪
を
売
る
女

の
心
意
気

を
詠
ん
で
お
り
、
貧
者

へ
の
同
情
が
読

み
取
れ
る
よ
う

に
思
う
。
両
詩

の
比
較
を
通
し
て
、
江
戸
時
代

の
白
詩
受
容

の

一
斑
を
述
べ
た
い
。

ま
た
、
岩
垣
龍
渓
と
同
時
代

の
詩
僧
六
如

の

「題
大
原
女
」
詩
は
両
者

の
詩
を
参
考

に
し
て
作

っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
白
居
易
、
白
氏
文
集
、
岩
垣
龍
渓
、
六
如
、
大
原
女

(2)

 

一

代
売
薪
女
贈
諸
妓
詩

白
居
易
は
長
慶
三

(八
二
三
)
年
、
五
二
才
、
杭
州
刺
史

の
時
、
次

の
詩
を
詠
じ
て
い
る
。

代
売
薪
女
贈
諸
妓

乱
蓬
為
髪
布
為
巾

暁
踏
寒
山
自
負
薪

一
種
銭
塘
江
畔
女

著
紅
騎
馬
是
何
人

薪
を
売
る
女
に
代
は
り
て
諸
妓
に
贈
る

ら
ん
ぽ
う

ふ

乱
蓬
を
髪
と
為
し

布
を
巾
と
為
し

暁
に
寒
山
を
踏
み

自
ら
薪
を
負
ふ

せ
ん
と
う

一
種
銭
塘

江
畔
の
女

な
に
び
と

紅
を
著

馬
に
騎
る

是
れ
何
人
ぞ

(那
波
本

『白
氏
文
集
』
巻

二
〇

・
=
二
入
二
)



前
半
は

「売
炭
翁
」
の

「暁
駕
炭
車
犠
氷
轍
」
と
よ
く
似
た
表
現
で
あ
る
。

一
方
、
江
戸

の
詩
人
岩
垣
龍
渓

(
一
七
四

一
～

一
八
〇
八
)
に
も
同
題

の
詩
が
あ
る
。

日
山枚
立早
ムロ
生
春
色

嬌
蛾
応
笑
売
薪
声

蓬
頭
時
折
山
花
挿

不
羨
殊
管
向
客
傾

日
夜
章
台

春
色
生
じ

き
ょ
う

が

わ
ら

嬌
蛾
応
に
咲
ふ
べ
し

薪
を
売
る
の
声

ほ
う
と
う

蓬
頭

時
に
山
花
を
折
り
て
挿
む

し

ゅ
し
ん

羨
ま
ず

珠
箸
客

に
向

っ
て
傾
く
る
を

一
読
、
白
詩
を
模
倣
し
た

の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「乱
蓬
」
と

「蓬
頭
」
・
「負
薪
」
と

「売
薪
」
等

が
類
似
し
て
い
る
。
次
に
岩
垣
龍
渓

の
略
歴
を
挙
げ
る
。

一
七
四

一
～

一
八
〇
八
。
江
戸

時
代
、
京
都

の
人
。

(略
)
宮
崎
笏
圃
に
学
び
、
ま
た
皆
川
洪
園
に
学
ん
だ
。
人
と
な
り
篤
厚
謹
信
。
経
学
は
古
学
を
奉

じ
た
。
著
に
論
語
集
解
標
記
十
巻

(略
)
松
薙
館
詩
紗

一
巻

・
松
羅
館
文
集

一
巻

・
松
羅
館
随
筆

(略
)
が
あ

る
。

(
『日
本
漢
文
学
大
辞
典
』
明
治
書
院
)

(3)

 

岩
垣
龍
渓

の
詩
は
、
前
半

で
妓
女

の
華
麗
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
述

べ
、
結
句

に
お

い
て
堅
気
女

の
心
意
気
を
述
べ
る
。
白
詩
は
貧
女
を
詩

の
前
半

に
お
い
て
述

べ
、
結
句
で
妓
女

に
問

い
か
け
て

い
る
。
白
詩
は
、
妓
女

へ
の
戯
れ
に
主
眼
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
岩
垣
龍
渓

の
詩
は
、
薪
を
売
る
女

の
心
意
気
を
詠

ん
で
お

り
、
貧
者

へ
の
同
情
が
読

み
取
れ
る
よ
う

に
思
う
。
ま
た
、
貧
富
、
階
級
差

へ
の
矛
盾
も
わ
ず
か
に
読
み
取
れ
る

の
で
は
な

い
か
。
江
戸
漢
詩
に
於

い
て
は
、

白
詩

の
受
容
は

「長
恨
歌
」
な
ど
の
有
名
な
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
無
名

の
小
品
に
も
受
容
が
広
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

「誰

々
に
代
わ

っ
て
、
誰

々
に
答

え
る
」

の
先
例
と
し
て
は
、
崔
頴

(?
～
七
五
四
)
の

「代
閨
人
答
軽
薄
少
年
」

(『全
唐
詩
』
巻

一
三
〇
)
等
が
あ

る
。

こ
の
詩
は
、
軽
薄
な
男
に
嫁

い
だ
女
性

の
悲
劇
を
女
性

に
代
わ

っ
て
詠
ん
だ
も

の
。
こ
う
し
た

「女
性

に
代

っ
て
詩
を
贈
る
」

の
詩

の
系
譜

の
上
に
白
詩
は
詠

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

白
居
易
と
岩
垣
龍
渓
の

「代
売
薪
女
贈
諸
妓
」
詩
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二

六
如
の
題
大
原
女
詩

岩
垣
龍
渓
と
同
時
代

の
六
如
上
人

(
一
七
三
七
～

一
八
〇

一
)

の
詩

に
も
山
村

で
働
く
女
性
と
花
街

の
女
性

の
対
比
を
詠

っ
た
詩
が
あ
る
。
そ
の
詩
と
は
、

題
大
原
女

ち
ん

戴
薪
去
換
数
升
陳

薪
を
戴
き
て
去
き
て
換
ふ

数
升
の
陳

さ

け
い

こ
う
と
う

墨
讐
行
縢
青
布
巾

墨
讐

行
縢

青
布
巾

怪
見
城
中
侶
家
婦

怪
し
み
見
る

城
中
侶
家
の
婦なに
び
と

金
花
圧
首
是
何
人

金
花

首
を
圧
す
る
は
是
れ
何
人
ぞ

(『六
如
庵
詩
砂
』
遺
編
巻
中
)

【語
釈
】

〔陳
〕
は
古
米
。
〔髭
讐
〕
は
ひ

っ
つ
め
髪
。

〔行
縢
〕
は
脚
絆

(き

ゃ
は
ん
)

〔青
布
巾
〕
は
青

の
手
甲
。

〔大
原
女
〕
は
、

京
都
北
郊

の
大
原
や
八
瀬
か
ら
黒
木

や
炭
な
ど
を
頭

に
の
せ
、
京
都

の
町

へ
売
り
に
来
る
女
。

(て

っ
こ
う
き

ゃ
は
ん
)

の
独
特
な
風
俗
が
有
名
。

と

い
う
も

の
。
六
如
は
慈
周
と
も
名
乗

っ
た
が
、

『日
本
漢
文
学
大
辞
典
』

の

「慈
周
」

の
項
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

も
め
ん
が
す
り
に
手
甲
脚
絆

一
七
三
七
～

一
八
〇

一
。
江
戸
時
代
、
近
江

(滋
賀
県
)

の
人
。
詩
僧
。
名
は
慈
周
。
字
は
六
如
。

(略
)
彦
根
の
野
村
東
皐
に

つ
い
て
詩
文
を
学
ん
だ
。

初
め
比
叡
山
東
麓
善
光
院
に
住

み
、

(略
)

の
ち
江
戸
に
出

て
宮
瀬
龍
門
に
従

っ
て
修
辞
を
学
ん
だ
が
、
そ

の
非
を
悟
り
、
当
時
流
行
の
偽
唐
詩
を
嫌

っ

て
宋
詩
を
唱
え
、
専
ら
陸
放
翁
を
学
ん
で
詩
風
革
新

の
先
駆
者
と
な

っ
た
。

(略
)
晩
年
は
京
都
真
葛
原
の
恵
恩
院
に
閑
居
し
、
ま
た
愛
宕
山
白
雲
教
寺

に
住
ん
だ
。

(略
)
著

に
真
葛
原
詩
話

四
巻

・
同
後
編
四
巻

・
六
如
庵
詩
砂
六
巻
が
あ
る
。

(4)



岩
垣
龍
渓
と
六
如

の
二
人
は
、
同
時
代

の
人
で
共

に
京
都
に
住
ん
で
い
た

の
で
、
交
流
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

六
如

の
詩
は
、
白
詩
と
は
結
句

に
お

い
て

「著
紅
騎
馬
是
何
人
」
「金
花
圧
首
是
何
人
」
と
極
め
て
類
似
す
る
。
初
め
の
四
字
で
、
妓
女

の
華
や
か
さ
を
述
べ
、

「是
何
人
」
と
結
ん
で
い
る
。
白
詩

の
起
句

「布
為
巾
」
と
六
如
の
承
句

「青
布
巾
」
も
類
似
し
て
お
り
、
両
詩
と
も

「
巾
」
「
人
」
で
韻
を
踏
ん
で
い
る
。

更
に
結
句
は
共

に

「是
何
人
」
と
結

ん
で
い
る
。
結
句

は
、
白
居
易
も

「
著
紅
騎
馬
」
と
妓
女
を
描
写
し
、
六
如
も

「金
花
圧
首
」
と
表
現
し
、
最
初
四
字
は
、

妓
女

の
贅
沢
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
詠
み
、
「是
何
人
」
と
結
ん
で
お
り
、
全
く
同
じ
句
作
り
を
し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
絶
句

の
最
後

で
、
白
詩
の
利
用
で
あ
る
こ

と

の
種
明
か
し
を
し
て

い
る
よ
う

に
も
思
え

る
。

「是
何
人
」
を
台
湾

の
東
呉
中
文
研
究
所

の

『寒
泉
』

で
検
索
す
る
と
、
三
十
例
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
白
居
易
の
例
が
八
例
と
飛
び
抜
け
て
多
く
、
次
は
李

頻

の
三
例
、
李
白
の
二
例

で
あ
る
。

白
楽
天
の
八
例
中
、
七
言
絶
句
は

「代
売
薪
女
贈
諸
妓
」
詩
を
含
め
て
三
例
で
あ
る
が
、
全

て
結
句

の
句
末
は

「是
何
人
」

で
あ
る
。
他

の
二
例
を
挙
げ

る
。

実
従
弟

(
『白
氏
文
集
』
巻

一
六

・
九
七
四
)

傷
心

一
尉
便
終
身

叔
母
年
高
新
婦
貧

一
片
緑
杉
消
不
得

憶
江
柳

(
『白
氏
文
集
』
巻

一
入

・
一
二
〇
四
)

曾
栽
楊
柳
江
南
岸

一
別
江
南
両
度
春

遙
憶
青
青
江
岸
上

腰
金
施
紫
是
何
人

不
知
禁
折
是
何
人

(5)

 

こ
う
し
た
例
か
ら
、
「是
何
人
」
を

結
句
末

に
持

っ
て
く
る
詠

み
方
は
白
楽
天
が
好
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
六
如

は
白
詩
を

利
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

岩
垣
の
詩
は
詩
題
が
同
じ
分
、
詩

の
構
成
に
お

い
て
、
前
半
に
諸
妓
を
描
写
し
、
後
半

で
薪
を
売

る
女
性
を
持

っ
て
く

る
と

い
う
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
。

六
如

の
詩
は
、
詩
題
は
全
く
別
で
あ

る
が
、
同
じ
韻
を
使

っ
て
お
り
、
原
詩

の
白
詩
に
よ
り
近

い
内
容

に
な

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
六
如
は
岩
垣

の
詩
を
読

み
、
白
詩

の
利
用
と
気
づ
き
、
「薪
を

売
る
」
か
ら
大
原
女
を
連
想
し
、
祇
園
か
島
原
か
上
七
軒
あ
た
り

の
女
性
を
思

い
浮
か
べ
て
作
詩
し
た
の
で
は
な

い
だ

白
居
易
と
岩
垣
龍
渓
の

「代
売
薪
女
贈
諸
妓
」
詩
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ろ
う
か
。
六
如
は
近
江
に
生
ま
れ
、

比
叡
山
北
谷
善
光
院
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
大
原
女

の
風
俗

の
こ
と
も
よ
く
知

っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
白
詩
で
は

騎
馬

の
女
性
が
詠
ま
れ
、
六
如
詩

で
は

「墨
讐
行
縢
青
布
巾
」
と
日
本

の
風
俗
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
日
中

の
風
俗

の
相
違
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

六
如
は
岩
垣
龍
渓

の
詩
題
を
見

て
、
白
詩

の
模
倣
だ
と
気
づ
き
、
詩
題
を
そ

っ
く
り
借
り
る
と

い
う
岩
垣
龍
渓

の
詩
作
り

に
共
感
す

る
と
と
も

に
、
六
如
は

も
う

一
ひ
ね
り
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

詩
題
を
純
日
本
的
な

「大
原
女
」
に
置
き
換
え
、
そ
の
風
俗
を
和
語

「行
縢
」
「青
布
巾
」
を
用

い
て
詠
う
が
、
韻
は
白

詩

に
揃
え
、
結
句

の
句
作
り
と
末
尾

三
字
を
同
じ
に
す
る
こ
と
で
、
種
明
か
し
を
し
、
白
詩

の
換
骨
奪
胎
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
示
し
た

の
で
は
な

い
か
?
こ

う
し
た
、
さ
り
げ
な
く
白
詩

の
利
用

で
あ
る
こ
と
を
末
尾
で
示
す
方
が
詩
と
し
て
は
高
度
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
よ
ほ
ど
し

っ
か
り
白
詩
を
読
み
込
ん

で

い
な

い
と
、
ま
た
、
「代
売
薪
女
贈

諸
妓
」
が
白
詩
に
基
づ
く

こ
と
を
知
ら
な

い
と
、
六
如

の
詩

の
意
図
は
読
み
取
れ
な

い
。
今
回
の
発
表
が
縁

で
江
戸
漢

詩
を

い
ろ
い
ろ
と
読
み
進
め
る
う
ち

に
六
如

の
詩

に
出
会

い
、
そ
の
奥
底
に
白
詩

の
利
用
が
あ
る
こ
と

に
気
づ

い
た
。

追
補

n
幕
末

の
詩
人
、
金
本
相
観

(
一
八
二
九
年
生
、
没
年
不
詳
)

の
詩

に

「窩
薪
婦
」

の
五
絶
が
あ
る
。
そ
の
詩
は
、

戴
薪
暁
入
城

日
暮
半
未
醤

雪
埋
四
明
贔

家
住
四
明
麓

薪
を
戴
い
て

暁
城
に
入
り

ひ
さ

日
暮

半
ば
未
だ
醤
が
ず

雪
は
埋
む

四
明
の
贔

家
は
住
む

四
明
の
麓

(6)

 

と

い
う
も

の
で
、
薪
を
売
る
女
性

の
苦
労
を
詠
う
所
に
共
通
点
が
あ
る
。

*
本
稿
は
二
〇

一
〇
年
九
月
、
和
漢

比
較
文
学
会

第
三
回
特
別
研
究
発
表
会

(台
湾
大
学
)

る
。
席
上
多
く

の
方
か
ら
ご
意
見
を
戴

い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

に
お

い
て
口
頭
発
表
し
た
も

の
に
追
加

・
補
筆
し
た
も

の
で
あ




